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【緒言】我々は、色素増感太陽電池の光励起を熱励起に替えた熱エネルギー変換システムである

「増感型熱利用発電」を研究している[1][2][3]．本系は化学エネルギーを利用し，冷却部を必要

としないことが特徴である．Ag2Sは低毒性でありながら 0.9～1.1 eV という狭いバンドギャップ

を持つ半導体として注目を集めている．2018年秋の応用物理学会では、Ag2S の熱励起キャリア

による発電特性を確認したが，同時に電池の内部抵抗が大きいことを報告した[4]．そこで今回，

各種電解質を添加した際の Ag2S 増感型熱利用発電電池の電池特性の変化を検討した． 

【実験方法】FTO 基板(15×20×1 mm)に TiO2(P25)ペーストを塗布焼成することで得た基板を 10 

m M AgNO3溶液(水 9:エタノール 1)に浸し Hg-Xeランプによる光還元法にて TiO2上に Agを付加

した．得られた基板を 0.02 M Sulfur N-Nジメチルホルムアミド溶液へ室温で浸漬して Agを硫化

後，100oC で 12 h 真空乾燥して電極を得た．上記 Ag2S 電極と Pt スパッタを施した ITO 基板を 6 

mm の穴を空けた絶縁テープで接着し，穴を電解液で満たすことで電気化学セルを作製した．電

解液は 10 mMフェロセン ジメチルスルホキシド溶液を用い、支持電解質として LiCl, LiClO4, 過

塩素酸テトラブチルアンモニウムをそれぞれ添加した．本セルの太陽電池特性ならびに加熱した

際の電池特性を測定した． 

【結果と考察】作製した電極は Ag2S/Ag が TiO2 層

内部および上部に生成した二層構造であり，上部層

の厚みは 200 nm 程度であった．LiCl を支持電解質

に用いた場合には，電極が化学反応を起こし本系の

電解質に適さなかった．一方、支持電解質として

LiClO4を用いて作製したセルは安定であった．Fig.1

に LiClO4 を添加した場合の室温暗時，90oC 暗時に

おける電流電圧特性を示す．LiClO4の添加によって

開放電圧・短絡電流が増加し，性能が向上した．当

日は長期動作時の挙動や電解質の濃度の電池特性

に及ぼす影響についての詳細を述べる． 
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Fig.1 Battery characteristics of Ag2S sensitized 

thermal cells with supporting electrolyte LiClO4 
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